
今年も広報ひがしくるめをご愛読いただきありがとうございました。次号は６年１月７日に発行します。

　両端に七福神たちの持ち物類を配した構図は、作者の父である河鍋
暁
きょう

斎
さい

が著した「暁斎画談」の「七福神ノ図」を手本としたもので、狩野派
における粉

ふん

本
ぽん

（※）模写を重んじた制作技法による作品です。
　本作品は、村野家の民具調査の際に発見されたもので、明治末年ま
で狩野派の画法を伝承させた画家の作品であり、「暁斎画談」や暁雲作
の「百布

ほ

袋
てい

之図」（皇居三の丸尚蔵館所蔵）などの確かな資料から制作過
程をも含め認めることができる貴重な作品です。※粉本＝中国や日本の古画や名画を模写した絵画資料のこと。

　市教育委員会では、市文化財保護審議会の答申を受け、１０月３１日までに新たに ６件を市指定文化財に指定しました。
新たに指定された文化財についてご紹介します。　※今回指定された文化財はいずれも一般公開していません。
l生涯学習課文化財係（市郷土資料室）☎０４２・４７２・００５１

いにしえを辿る　市の新指定文化財

七福神遊
ゆう

宴
えん

の図（有形文化財第２３号）

指定日令和 ５年 ８月３１日
年代明治２７年～３０年代
大きさ縦約３５．０㎝×横約１４７．５㎝

作者河
かわ

鍋
なべ

暁
きょう

雲
うん

（狩野派画家、文久
３〈１８６３〉年～明治４１〈１９０８〉年）
所在地柳窪四丁目

　奉納幟は、主に五穀豊穣を願い、寺社
へ奉納するために ２本対に制作されたも
ので、鳥居の両脇に立てられ、鳥居とと
もに、神聖な場所である神社境内との結
界を示す役割を有しています。幟の制作
は、江戸時代初期に始まり、１９世紀前半
に急増したと思われます。
　江戸時代からの祭礼に対する村の人々
の想いを伝える資料であり、制作時の染
色技法などとともに、使用に伴う修復痕
も残されているなど後世まで大切に使わ
れてきた資料として貴重なものです。

指定日令和 ５年１０月３１日
年代江戸時代後期～幕末
大きさ長さ７．６m～１０．３m、
　　　幅０．７４m～０．９４m

幟
のぼり

（有形民俗文化財第３２号～３６号）

門前氷川神社
奉納幟

（有形民俗文化財第32号）

南沢氷川神社
奉納幟

（有形民俗文化財第33号）

柳窪新田神明社
奉納幟

（有形民俗文化財第34号）

子ノ神社
雨乞い幟

（有形民俗文化財第35号）

下里氷川神社
奉納幟

（有形民俗文化財第36号）

年末年始におけるごみの収集年末年始におけるごみの収集

粗大ごみ・剪定枝の収集日程
申し込み日 収集日

粗大ごみ
１２月２１日㈭まで １２月２９日㈮までに収集します。

１２月２２日㈮～２９日㈮ 一部地域を除き年明けになります。申込時にご確認くだ
さい。

剪定枝
１２月２７日㈬まで １２月２９日㈮までに収集します。

１２月２８日㈭～２９日㈮ 一部地域を除き年明けになります。申込時にご確認くだ
さい。

ごみ収集年末年始カレンダー（×印の日は収集業務を行いません）
月 火 水 木 金 土 日

１２／１８ １２／１９ １２／２０ １２／２１ １２／２２ １２／２３ １２／２４

１２／２５ １２／２６ １２／２７ １２／２８ １２／２９ １２／３０ １２／３１

１／１ １／２ １／３ １／４ １／５ １／６ １／７

　ごみと資源物は、決められた収集日の当日、午前 ８時半までに
出してください。小型廃家電類を除く全品目が戸別収集です。ご
み収集日や分別などのごみ出しルールは市nをご覧ください。
lごみ対策課☎０４２・４７３・２１１７（粗大ごみの申し込みは☎０４２・
４７３・２１１８またはインターネットで）

●通常ごみの収集
　年末は１２月２９日㈮まで、年始は １月 ４日㈭から
●粗大ごみ・剪

せん

定
てい

枝の受け付け（右表参照）
　年末は１２月２９日㈮まで、年始は １月 ４日㈭から
●し尿の汲み取り
　年末は１２月２８日㈭まで、年始は １月 ４日㈭から
※いずれも土曜・日曜日を除く

市n

今号の主な内容

No. 1341

令和5年
（2023年）

12／15 号
・５年度上半期（４月～９月）の市の財政状況をお知らせします… ２ 面

・市立自転車等駐車場の利用などについて………… ５面

・新型コロナウイルスワクチン関連情報…………… ７面

・市役所の窓口・施設の年末年始業務日程………… ８面

みんないきいき　活力あふれる　湧水のまち
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　地方自治法および東久留米市財政状況の公表に関する条例に基づき、市民
の皆さんに市の財政状況をお知らせするため、年 ２回、予算の執行状況並び
に市民負担の概況、財産、地方債の現在高などの財政状況を公表しています。
今回は、 ５年度上半期（ ４月～ ９月）の予算の執行状況、財産の状況などにつ
いてお知らせします。
　令和 ５年第 １回市議会定例会において一般会計予算、特別会計予算が成立
しました。その後、一般会計の補正 ７回、国民健康保険特別会計、後期高齢
者医療特別会計、介護保険特別会計、下水道事業会計の補正をそれぞれ １回

行いました。
　一般会計の ９月末現在の歳入執行額は、繰越金の減少などにより、昨年度
同時期比で１８億９,５５３万 １ 千円減少しています。また、歳出執行額については、
キャッシュレス決済推進事業や電気・ガス・食料品等価格高騰重点支援交付金、
自転車等駐車場整備工事の増加などにより、昨年度同時期比で ９ 億９,３１２万�
６ 千円増加しています。
※�表中の金額は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計などが一致し
ない場合があります。

一般会計歳入・歳出予算執行の状況

歳入
５年９月末 ４年９月末

予算現額 収入済額 収入率 収入済額 収入率
市 税 175億7,396万7千円 85億9,164万3千円 48.89% 86億8,395万9千円 50.45%
地方消費税
交 付 金 27億1,400万円 14億7,154万3千円 54.22% 14億276万1千円 60.46%

地方交付税 43億648万円 31億1,818万7千円 72.41% 28億7,207万2千円 70.76%
国庫支出金 103億1,954万2千円 39億5,883万7千円 38.36% 36億1,042万9千円 28.69%
都 支 出 金 77億316万5千円 14億8,654万円 19.30% 15億8,844万1千円 21.48%
繰 入 金 27億1,742万5千円 0円 0% 0円 0%
繰 越 金 11億2,782万1千円 11億2,782万2千円 100% 35億9,967万3千円 100%
市 債 12億6,906万1千円 0円 0% 0円 0%
そ の 他 25億233万5千円 10億9,997万1千円 43.96% 9億9,273万7千円 44.77%
歳 入 合 計 502億3,379万6千円 208億5,454万2千円 41.51% 227億5,007万3千円 42.26%

市有財産の状況
　市有財産は、市が所有する不動産や動産などです。

区分 ５年９月末 ４年９月末
土地（公園や施設の敷地など） 59万4,166.65㎡ 58万7,368.98㎡
建物（学校や図書館など） 19万5,860.09㎡ 19万5,860.09㎡
工作物（防火貯水槽など） 1,699箇所 1,699箇所
物権（地上権） 5,547.53㎡ 5,547.53㎡
出資による権利（出資金や出えん金） 2,248万3千円 2,248万3千円
物品（自動車や地域防災無線など） 178点 165点
債権（施設借上敷金など） 1,712万4千円 1,712万5千円
※�財産の取得及び処分によるもののほか、固定資産台帳の整備等により、現在高に変動が生じている項目が
あります。
基金の状況
　基金は、家計の「貯金」に当たるものです。多額の資金が必要になる場合に備え、財政事情を考慮しなが
ら目的ごとに積み立てています。

区分 ５年９月末 ４年９月末
一 般 会 計 101億982万1千円 76億4,243万2千円

内  訳

財 政 調 整 基 金 64億2,746万2千円 49億7,854万8千円
減 債 基 金 32万2千円 32万2千円
その他特定目的基金 36億5,103万7千円 26億3,256万2千円
定 額 運 用 基 金 3,100万円 3,100万円

特 別 会 計 13億7,398万3千円 12億6,516万7千円
合　　　　　計 114億8,380万5千円 89億760万円

市債の状況
　市債は、道路、公園、小中学校、下水道などの公共施設の整備のために、国や都などから借り入れて調達
した資金です。
　※償還利子は金利に変更がない場合の予定額です。

区分 ５年９月末 ４年９月末

償 還 元 金
一 般 会 計 233億4,868万8千円 243億1,319万5千円
下水道事業会計 48億1,414万7千円 50億5,889万8千円
合 計 281億6,283万5千円 293億7,209万4千円

償 還 利 子
一 般 会 計 3億2,379万円 3億6,643万4千円
下水道事業会計 5億1,964万7千円 5億3,479万7千円
合 計 8億4,343万7千円 9億123万1千円

市民１人当たりの状況（人口１人当たり）
区分 ５年９月末 ４年９月末

歳 入 （収 入 済 額） 17万9千円 19万5千円
うち市税収入済額 7万4千円 7万4千円

歳 出 （支 出 済 額） 16万5千円 15万6千円
市 債 償 還 元 金 24万1千円 25万1千円

※5年9月30日現在の人口：11万6,635人、4年9月30日現在の人口：11万6,942人

特別会計歳入・歳出予算執行の状況

区分

５年９月末 ４年９月末

予算現額
執行額

（上段：収入済額）
（下段：支出済額）

執行率
執行額

（上段：収入済額）
（下段：支出済額）

執行率

国民健康保険
特 別 会 計 121億3,764万3千円

44億8,130万1千円 36.92% 44億6,152万1千円 36.56%
44億891万円 36.32% 43億1,928万8千円 35.39%

後期高齢者
医療特別会計 37億6,864万8千円

14億2,462万3千円 37.80% 13億7,846万1千円 38.05%
12億4,699万2千円 33.09% 12億877万円 33.37%

介 護 保 険
特 別 会 計 109億9,387万4千円

45億5,332万4千円 41.42% 43億7,455万6千円 40.44%
44億2,572万5千円 40.26% 42億8,692万6千円 39.63%

下水道事業会計収入・支出予算執行の状況

区分

５年９月末 ４年９月末
予定額

（上段：収入額）
（下段：支出額）

執行額
（上段：収入済額）
（下段：支出済額）

執行率
執行額

（上段：収入済額）
（下段：支出済額）

執行率

収益的収支
23億3,988万3千円 6億3,821万3千円 27.28% 6億6,146万8千円 27.84%
22億8,618万9千円 3億4,178万7千円 14.95% 3億4,658万6千円 15.11%

資本的収支
15億964万6千円 0円 0% 0円 0%
23億4,073万1千円 5億3,649万2千円 22.92% 3億9,037万3千円 18.21%

歳出
５年９月末 ４年９月末

予算現額 支出済額 執行率 支出済額 執行率
総 務 費 62億5,807万5千円 17億6,336万1千円 28.18% 17億5,443万9千円 19.95%
民 生 費 261億4,726万2千円 106億3,456万1千円 40.67% 98億3,510万7千円 38.82%
衛 生 費 41億2,205万4千円 16億4,575万2千円 39.93% 16億3,365万2千円 37.09%
土 木 費 49億7,953万9千円 14億3,558万2千円 28.83% 11億6,191万円 22.94%
教 育 費 42億4,349万円 16億1,852万5千円 38.14% 17億2,570万1千円 32.53%
公 債 費 21億6,780万6千円 10億3,766万7千円 47.87% 10億874万6千円 47.18%
そ の 他 23億1,557万円 10億7,785万2千円 46.55% 11億61万7千円 39.56%
歳 出 合 計 502億3,379万6千円 192億1,329万8千円 38.25% 182億2,017万2千円 33.85%

職員人件費の状況
区分 ５年９月末 ４年９月末

予算現額 支出済額 執行率 支出済額 執行率
一 般 会 計 48億8,525万円 22億4,645万円 45.98% 21億9,938万9千円 43.47%
国民健康保険
特 別 会 計 1億3,291万5千円 5,977万1千円 44.97% 5,737万6千円 39.42%

後期高齢者
医療特別会計 6,060万4千円 2,284万4千円 37.69% 2,278万3千円 35.91%

介 護 保 険
特 別 会 計 2億245万8千円 9,180万8千円 45.35% 9,118万5千円 41.73%

下水道事業
会 計 6,784万9千円 2,346万3千円 34.58% 2,399万円 33.34%

※職員数：市長、副市長、教育長、正規職員595人、再任用短時間勤務職員11人。

５年度上半期（４月～９月）の市の財政状況をお知らせします５年度上半期（４月～９月）の市の財政状況をお知らせします l財政課☎０４２・４７０・７７０６

募集職種土木技術職員・看護師
募集要項の取得市nから取得して
ください。取得困難な方を対象に、
１２月１８日㈪～ 6 年 １ 月１２日㈮に
（閉庁日時を除く）、職員課（市役
所 ４階）でも配布します
申込受付期間 ６ 年 １ 月１５日㈪まで
（必着）
申込方法市nから申
し込みをしていただ
いた後、受験票等を
郵送で送付していた
だきます
j詳細は募集要項をご覧ください
l職員課☎０４２・４７０・７７１６

a ６ 年 １ 月２７日㈯・２８日㈰、 ２月 ３日㈯・ ４日㈰、い
ずれも午前１０時～午後 ４時
b東京税理士会東村山支部（東村山市本町 １ －２０－２７
－２０１）
c会社員の方を対象とした確定申告相談（医療費控除
・住宅ローン控除など）

i時間に制限がありますので、複雑な相談は別途有償
で税理士にご依頼ください
k申込書（同支部nから取得可）に必要事
項を記入の上、oまたは郵送などで申し
込みを（事前予約制）

　小規模納税者の所得税および復興特別所得税・個人
消費税、年金受給者並びに給与所得者の所得税および
復興特別所得税の申告書を、原則ご自身のスマートフ
ォンで作成・提出していただきます。
※�申告書などを書面で提出する方は、郵送または直接
税務署へ提出してください。
※�土地・建物・株式などの譲渡所得がある、所得金額
が高額である、相談内容が複雑であるといった場合
は税務署をご利用ください。
a ６ 年 ２ 月 ６ 日㈫～ ９日㈮午前 ９時半～午後 ３時半
b東久留米市役所 ７階７０１会議室（車での来場はご遠慮

ください）
hスマートフォン、マイナンバーカード、申告に必要
な書類、筆記用具、計算機具、前年以前に申告した場
合は申告書などの控え
　※�申告書にはマイナンバーの記載と本人確認書類
（マイナンバーカードまたは番号確認書類および身
元確認書類）の提示または写しの添付が必要です。

k ６ 年 １ 月１０日㈬から各相談実施日の ３
日前までに、申し込みフォームまたは専
用ダイヤル☎０３・６７４５・６３５３で事前申し
込みを

市職員募集市職員募集
会社員のための確定申告休日無料相談会会社員のための確定申告休日無料相談会

東京税理士会東村山支部による無料申告相談東京税理士会東村山支部による無料申告相談

（６年４月１日以降採用）

同支部n

市n

l東京税理士会東村山支部☎０４２・３９４・７０３８

l東村山税務署個人課税部門
☎０４２・３９４・６８１１（自動音声で ２番選択）

どちらも市役所では事前申し込みや問い合わせなどへの対応はしていません
申し込みフォーム
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相談内容 相談日 時間 相談員 場所 問い合わせ先

耐震相談 １ 月は実施しません（次回は ２月 9日㈮実施予定） 施設建設課
☎０４２・４７０・７７５６

教育相談
※�電話相談
も可

火曜〜
土曜日

午前１０時〜
午後 ５時
（滝山のみ水
曜日は ６時ま
で）

教育相談員

中央相談室
（成美教育文
化会館内教育
センター）

中央相談室
☎０４２・４７３・３６６７

月曜〜
金曜日

滝山相談室
（西部地域セ
ンター内）

滝山相談室
☎０４２・４７５・８９０９

母子・父子
相談 開庁日 午前 ８時半〜

午後 ５時
母子・父子
自立支援員

市役所 ２階
児童青少年課

児童青少年課
☎０４２・４７０・７７３６

身体障害者
相談 １ 月は実施しません（次回は ２月 9日㈮実施予定） 障害福祉課

☎０４２・４７０・７７４７
o０４２・４７５・８１８１知的障害者

相談 １ 月は実施しません（次回は ２月14日㈬実施予定）

心身障害者
（児）相談 平日

午前 ９時〜
午後 ５時

さいわい福祉
センター
支援員

さいわい福祉
センター

さいわい福祉セン
ター
☎０４２・４７７・２７１１

職業相談 開庁日 ハローワーク
三鷹職員

市役所 ２階
ワークコーナー 直接会場で

住宅増改築
相談 １ 月は実施しません（次回は ２月 8日㈭実施予定） 産業政策課

☎０４２・４７０・７７43

消費者相談 平日
午前１０時〜
正午、午後 １
時〜 ４時

消費生活相談
員

市役所 ２階
生活文化課

市消費者センター
☎０４２・４７３・４５０５

行政相談 １0日㈬ 午前１０時～
正午 行政相談委員 市役所 ２階

生活文化課
生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

生活困窮者
自立相談 開庁日 午前 ９時〜

午後 ４時 相談支援員 市役所 １階
福祉総務課

福祉総務課
☎０４２・４７０・７７４１

１月 の 無 料 相 談１月 の 無 料 相 談
相談内容（定員） 相談日 時間 相談員 予約開始日時 場所 問い合わせ先

法律相談（各日 ８人）

５ 日㈮

午前１０時から 弁護士
１２月26日㈫

市役所 ２階
相談室

各予約開始日の午
前 ８時半から電話
で生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

10日㈬
17日㈬

１月11日㈭
24日㈬

不動産・相続・会社
の登記等相談（ ５人）

５ 日㈮
午後 １時から 司法書士

１２月25日㈪
表示登記・土地の境
界等登記相談（ ４人） 午前１０時から 土地家屋

調査士
相続・遺言・成年後
見等手続き相談
（ ５人）

10日㈬
午後 １時から

行政書士 12月28日㈭

税務相談（ ５人）
17日㈬

税理士 １月 9日㈫
人権・身の上相談
（ ４人）

午後 １時半か
ら

人権擁護委
員 １月11日㈭

不動産取引相談
（ ５人） 11日㈭

午後 １時から
宅地建物
取引士 １２月26日㈫

交通事故相談（ ５人）

24日㈬

弁護士

１月18日㈭年金・労災・雇用・
保険・人事管理等相
談（ ４人）

午前１０時から 社会保険
労務士

女性の悩みごと相談
（各日 ４人）

１２日㈮

午前１０時半〜
午後 ４時半

女性カウン
セラー

１２月20日㈬
各予約開始日の午
前 ９時から電話で
男女平等推進セン
ター
☎０４２・４７2・0061

１5日㈪
１月10日㈬22日㈪

29日㈪
女性弁護士による法
律相談（ ４人） 12日㈮ 午前 ９時半〜

午後 ０時半 女性弁護士 １２月22日㈮

経営相談 平日 午前１０時半〜
午後 ４時半

市商工会
経営指導員

前日まで予
約可 市商工会館 市商工会

☎０４２・４７１・７５７７

■都市公園について皆さんのご意見をお聞かせください
　市では、これからも情報提供に努めながら、市民の皆
さんと一緒に考えていきます。アンケートフォームから、
皆さんのご意見をお聞かせください。
※�頂いたご意見への個別の対応はできかねますので、ご
了承ください。

アンケート
フォーム

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、「
地
域
と
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
な
が
ら
公
園

ス
ト
ッ
ク
を
再
編
す
る
」と
い
う

取
り
組
み
方
針
に
基
づ
き
、
市
民

参
加
に
よ
る
公
園
整
備
に
向
け
て

検
討
を
行
う
た
め
、「
竹
林
公
園
の

再
整
備
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」や
、「
ボ
ー
ル
遊
び
の
で
き
る

公
園
整
備
に
向
け
た
ヒ
ア
リ
ン

グ
」な
ど
の
ほ
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト

フ
ォ
ー
ム
や
市
民
み
ん
な
の
ま
つ

り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の

ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
や
人
口

減
少
社
会
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
行
政
の
み
で
公
園

を
運
営
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
と

な
り
ま
す
。
長
き
に
渡
り
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
る
公
園
で
あ

る
た
め
に
は
、
公
園
整
備
に
向
け

た
検
討
は
も
と
よ
り
、
公
園
の
運

営
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
方
々
や

民
間
事
業
者
と
の
連
携
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
引
き
続

き
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
伺
い
、

市
民
参
加
に
よ
る
基
幹
公
園
や
ボ

ー
ル
遊
び
の
で
き
る
公
園
整
備
に

向
け
て
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
４
回　

市
民
参
加
に
よ
る
公
園
の
あ
り
方

公
園
公
園
がが
紡
ぐ
紡
ぐ

　

こ
の
ま
ち
の
未
来

　

こ
の
ま
ち
の
未
来

公園のあり方を
考える上で市民
参加はとても大
事なんだね。

　「
こ
れ
か
ら
の
５０
年
間
を
見
据
え
た
市
の
都
市
公
園
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、
全
５
回
に
わ
た
っ
て
お
知
ら
せ
す
る
シ
リ
ー
ズ
で

す
。
前
回
は「
今
後
の
都
市
公
園
の
取
り
組
み
方
針
」に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
し
た
。
今
回
は
、「
市
民
参
加
に
よ
る
公
園
の
あ
り

方
」に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

l
環
境
政
策
課
緑
と
公
園
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
５
３

みんなたくさん
意見をだしてく
れたね！

「竹林公園を誰もが安心して使える公園にするためには？」
●�外国語の表示をつける
●�ベビーカーやお年寄りが通れるコースがほしい
●�段差のないフラットな土にしてほしい
●�ライトアップをしてほしい
●�トイレをたくさん設置してほしい
●�雨の日も活用できるスペースがほしい

意見

竹林公園の再整備に向けたワークショップ

●�小さなこどもも遊べる遊具がほしい
●�出店がほしい
●�花・野菜を育てたい
●�芝生がほしい
●�公園を綺麗にしたいのでごみ拾いをしたい
●�体操がしたい

意見
「公園で何がしたい？」

市民みんなのまつりでのアンケート

　小学生と保護者を対象に、たけのこ掘りや竹細工講座などの体験や遊び
を交えた全４回のワークショップを開催しました。整備に向けた具体的な
話し合いの中では、竹林公園すごろくゲームや竹の灯篭づくりなど、多く
のアイデアが出されました。

竹林公園ワークショップの様子

市民みんなのまつりで実施したアンケートの様子

市n

公園づくりに
関する情報は
市nで
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市

民

生

活

12月25日㈪納期限12月25日㈪納期限
納期内納付にご協力くださいl納税課☎︎042・470・7729

固定資産税・都市計画税 第3期

国民健康保険税 第6期

後期高齢者医療保険料 第6期

介護保険料 第6期

こ
ど
も

と
教
育

愛
の
ひ
と
声
運
動 

冬
の
強
調
期
間

　
「
愛
の
ひ
と
声
運
動
」と
は
、

良
い
こ
と
を
し
て
い
る
青
少
年

に
は
励
ま
し
の
言
葉
を
、
良
く

な
い
こ
と
や
危
な
い
こ
と
を
し

て
い
る
青
少
年
に
は
注
意
の
ひ

と
声
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
正

し
い
日
常
生
活
の
ル
ー
ル
を
啓

発
し
、
自
己
と
他
人
を
尊
ぶ
心

を
高
め
、
青
少
年
を
非
行
と
事

故
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
各
中
学
校
地
区
青

少
年
健
全
育
成
協
議
会
を
は
じ

め
、
関
係
２７
団
体
で
実
施
委
員

会
を
組
織
し
、
市
民
ぐ
る
み
の

運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

期
間
１２
月
２６
日
㈫
～
６
年
１
月

７
日
㈰

c
冬
の
強
調
期
間
と
し
て
、
各

中
学
校
地
区
単
位
実
行
委
員
会

に
よ
る
街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓

発
用
ポ
ス
タ
ー
の
設
置

j
こ
の
運
動
は
地
域
の
皆
さ
ん

の
参
加
・
協
力
が
あ
っ
て
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
、
青
少
年
へ

の
励
ま
し
や
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
、

時
に
は
注
意
の
言
葉
な
ど
、
愛

の
ひ
と
声
を
お
願
い
し
ま
す

l
児
童
青
少
年
課
児
童
青
少
年

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
５

フ
ァ
ミ
サ
ポ
・
カ
フ
ェ

　
地
域
の
子
育
て
支
援
を
利
用

し
た
い
方
・
手
伝
い
た
い
方
の

交
流
カ
フ
ェ
で
す
。

a
６
年
１
月
１６
日
㈫
午
前
１０
時

～
正
午（
時
間
内
出
入
り
自
由
）

b
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
、
会
議

室（
市
役
所
１
階
）

c
保
育
付
き
カ
フ
ェ
、
事
業
説

明
会（
予
約
不
要
）、
出
張
子
育

て
サ
ロ
ン
、
く
る
め
ツ
イ
ン
ズ

「
イ
ン
ク
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ（
午
前
１０
時
か
ら
と
１１
時

か
ら
の
２
回
、
講
師
＝
理
絵

氏
）」

e
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
利
用
や
活
動
を
考

え
て
い
る
市
民
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ

会
員

f
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
＝
各

回
先
着
８
人

g
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
材
料
費
実
費（
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

h
入
会
希
望
者
は
、
顔
写
真
・

本
人
確
認
書
類（
健
康
保
険
証
、

運
転
免
許
証
な
ど
）

l
電
話
ま
た
は
直
接
同
セ
ン
タ

ー
へ
☎
０４２
・
４
７
５
・
３
２
９

４

高
齢
者

・
福
祉

高
齢
者
向
け
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
相
談
会

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
使
い

の
高
齢
者
の
操
作
に
関
す
る
お

悩
み
相
談
、
二
次
元
コ
ー
ド
の

使
い
方
や
行
政
の
オ
ン
ラ
イ
ン

手
続
き
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
の
た

め
、
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

a
b
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
１０

時
～
１１
時
半
、
相
談
時
間
は
１

人
３０
分
以
内

①
６
年
１
月
１０
日
㈬
＝
中
央
町

地
区
セ
ン
タ
ー
第
３
・
４
会
議

室②
１１
日
㈭
＝
浅
間
町
地
区
セ
ン

タ
ー
第
１
・
２
会
議
室

③
１２
日
㈮
＝
野
火
止
地
区
セ
ン

タ
ー
第
１
・
２
会
議
室

④
１５
日
㈪
＝
南
町
地
区
セ
ン
タ

ー
第
１
・
２
会
議
室

⑤
１７
日
㈬
＝
八
幡
町
地
区
セ
ン

タ
ー
第
１
・
２
会
議
室

e
６０
歳
以
上
の
方

f
各
回
先
着
２０
人

g
無
料

h
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

k
当
日
会
場
で

l
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
区
セ

ン
タ
ー
担
当
☎
０４２
・
４
７
９
・

５
５
５
０（
火
曜
日
・
祝
日
を

除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

ス
マ
ホ
連
続
講
座（
１
月 

～
３
月
）受
講
者
募
集

　
１
度
で
は
覚
え
ら
れ
な
い
ス

マ
ホ
の
操
作
な
ど
を
１０
回
の
連

続
講
座
で
学
び
ま
す
。
主
催
は

市
社
会
福
祉
協
議
会
。

a
全
１０
回
。
６
年
１
月
１１
日
以

降
の
毎
週
木
曜
日
、
ま
た
は
１

月
１２
日
以
降
の
毎
週
金
曜
い
ず

れ
も
午
前
９
時
半
～
正
午

　
※
今
期
は
木
曜
と
金
曜
の
２

コ
ー
ス
開
催
し
ま
す
。

b
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー

c
講
義
・
個
別
相
談（
ス
マ
ホ

に
関
す
る
操
作
や
ア
プ
リ
の
使

い
方
）ほ
か

e
６０
歳
以
上
の
方

f
各
コ
ー
ス
先
着
１２
人
程
度

d
鈴
木
雄
大
氏（
く
る
す
ま
ス

マ
ホ
総
合
相
談
所
代
表
）ほ
か

g
６
０
０
０
円（
全
１０
回
分
）

i
申
し
込
み
が
５
人
以
下
の
場

合
、
開
催
を
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す

k
l
１２
月
２０
日
㈬
午
後
１
時
か

ら
電
話
で
同
協
議
会
地
区
セ
ン

タ
ー
担
当
☎
０４２
・
４
７
９
・
５

５
５
０（
火
曜
日
・
祝
日
を
除

く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）に

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
の
連

絡
を

ひ
が
し
く
る
め 

ひ
き
こ
も
り
家
族
会

　
「
家
族
が
学
校
に
い
か
な
い
」

「
家
に
こ
も
っ
て
い
る
」「
仕
事

を
し
て
い
な
い
」「
関
わ
り
方
が

わ
か
ら
な
い
」な
ど
、
同
じ
悩

み
を
抱
え
る
方
同
士
で
悩
み
を

分
か
ち
合
い
、
つ
な
が
り
、
支

え
合
う
集
ま
り
で
す
。
お
話
を

聞
く
だ
け
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

ほ
っ
と
で
き
る
場
と
し
て
、
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

a
６
年
１
月
１４
日
、
２
月
１８
日
、

３
月
１０
日
、
い
ず
れ
も
日
曜
日

午
後
２
時
～
４
時（
１
時
４５
分

か
ら
受
け
付
け
、入
退
室
自
由
）

b
市
役
所
７
階
７
０
１
会
議
室

e
ひ
き
こ
も
り
で
お
悩
み
の
家

族
ま
た
は
本
人

f
各
回
先
着
２０
人

k
各
開
催
日
の
４
日
前
ま
で
に

専
用
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム

ま
た
は
直
接

市
地
域
福
祉

コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
担
当（
市
社
会
福
祉
協

議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
）へ

l
同
担
当
☎
０４２
・
４
７
５
・
０

７
３
９講

演
・
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン「
高
次
脳
機
能
障

害
と
共
に
～
地
域
に
戻

る・地
域
で
暮
ら
す
～
」

　
病
気
や
外
傷
に
よ
り
脳
が
損

傷
し
、
会
話
や
思
考
な
ど
に
支

障
を
き
た
す
高
次
脳
機
能
障
害

の
特
徴
を
知
り
、
暮
ら
し
や
す

く
す
る
た
め
の
方
法
を
考
え
ま

す
。
高
次
脳
機
能
障
害
者
が
地

域
に
戻
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
。
医
療
機
関
か
ら
地
域
の
生

活
に
至
る
ま
で
の
支
援
、
当
事

者
や
家
族
の
想
い
と
努
力
の
軌

跡
を
た
ど
り
ま
す
。
主
催
は
北

多
摩
北
部
地
域
高
次
脳
機
能
障

害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
、
国
立
病
院
機
構
東
京
病
院
。

a
６
年
１
月
２０
日
㈯
午
後
１
時

～
４
時（
午
後
０
時
半
開
場
）

b
東
村
山
市
立
中
央
公
民
館

（
東
村
山
市
本
町
２

−

３３

−

２
）

c
▼
第
一
部
＝
基
調
講
演「
高

次
脳
機
能
障
害
者
の
地
域
移
行

に
つ
い
て
」▼
第
二
部
＝
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン「
医
療
機
関
か

ら
地
域
へ
、
自
立
と
社
会
参
加

に
向
け
て
」

参
加
方
法
会
場
参
加
も
し
く
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
オ
ン

デ
マ
ン
ド
配
信

d
相
良
宏
司
氏（
東
京
高
次
脳

機
能
障
害
者
支
援
ホ
ー
ム

HiBD
y.Tokyo

施
設
長
）、
山

本
弓
彦
氏（
特
定
非
営
利
活
動

法
人
ミ
モ
ザ
理
事
長
）、
犬
塚

英
憲
氏（
生
活
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン

タ
ー
六
三
四
主
任
）、
高
次
脳

機
能
障
害
当
事
者
な
ど

i
車
で
の
来
場
不
可

j
手
話
通
訳
、
車
い
す
ス
ペ
ー

ス
あ
り

k
▼
会
場
参
加
＝
直
接
会
場
へ

▼
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
＝
１２
月

２０
日
㈬
～
６

年
１
月
１９
日

㈮
に
専
用
申

し
込
み
フ
ォ

ー
ム
で
申
し

込
み
を

l
東
久
留
米
市
障
害
福
祉
課
福

祉
支
援
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７

７
４
７

住
環
境

令
和
５
年
度 

保
存
樹
木
等
補
助
金 

交
付
申
請
の
受
け
付
け

補
助
の
対
象
▼
東
久
留
米
市
の

み
ど
り
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

く
、
保
存
樹
木
ま
た
は
保
存
樹

林
、
保
存
生
垣
の
所
有
者
▼
５

年
度
内
に
お
い
て
、
適
正
に
管

理
さ
れ
て
い
る
保
存
樹
木
等

申
請
受
付
期
間
１２
月
１５
日
㈮
～

６
年
２
月
１６
日
㈮

申
請
方
法
補
助
の
対
象
と
な
る

方
に
は
、
申
請
に
つ
い
て
の
ご

案
内
を
送
付
済
み
で
す
。
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

対
象
樹
木
等
の
管
理
状
況
が
わ

か
る
写
真
と
併
せ
て
、
環
境
政

策
課（
市
役
所
５
階
）に
提
出
し

て
く
だ
さ
い

l
環
境
政
策
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
５
３

宅
地
内
の
雨
水
浸
透
ま
す 

の
設
置
に
ご
協
力
を

　
地
表
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
化
な
ど
に
よ
る

雨
水
の
地
下
浸
透
量
の
減
少
は
、

湧
水
や
河
川
の
水
量
に
影
響
を

与
え
ま
す
。
雨
水
浸
透
ま
す
は
、

屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を
地
下
へ

戻
し
、
地
下
水
を
涵か

ん

養よ
う

す
る
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。
市
内
の

豊
か
な
水
辺
環
境
を
保
全
す
る

た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
既
存
住
宅
へ
の
雨
水
浸
透
ま

す
の
設
置
に
は
、
設
置
補
助
金

制
度
を
利
用
で
き
ま
す

申
請
対
象
者
敷
地
が
１
０
０
０

㎡
未
満
の
既
存
の
個
人
住
宅

（
新
築
、
増
築
な
ど
を
除
く
一

般
住
宅
）で
、
東
久
留
米
市
宅

地
開
発
等
に
関
す
る
条
例
に
該

当
し
な
い
住
宅
を
所
有
す
る
方

補
助
金
額
設
置
状
況
に
よ
り
、

経
費
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
補

助k
l
環
境
政
策
課
☎
０４２
・
４
７

０
・
７
７
５
３

野
外
焼
却
は 

や
め
ま
し
ょ
う

　
一
般
廃
棄
物（
家
庭
ご
み
な

ど
）や
産
業
廃
棄
物
は
法
令
で

処
理
方
法
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

野
外
で
の
焼
却
は
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

野
外
焼
却
を
し
な
い
た
め
に
自

宅
の
落
ち
葉
や
剪せ

ん

定て
い

枝
は
、
次

の
よ
う
な
方
法
で
処
理
し
ま
し

ょ
う
。

①
自
宅
の
敷
地
が
あ
る
場
合
に

は
埋
め
戻
す
②
燃
や
せ
る
ご
み

と
し
て
小
出
し
に
す
る（
剪
定

枝
は
電
話
予
約
に
よ
り
、
ご
み

対
策
課
で
回
収
し
ま
す
）

野
外
焼
却
の
例
外
次
の
焼
却
を

行
う
場
合
は
、
焼
却
禁
止
の
例

外
事
項
に
該
当
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▼
伝
統
的
行
事
、
風
俗
慣
習
的

行
事
の
た
め
の
焼
却
行
為
＝
お

焚
き
上
げ
・
お
祭
り
な
ど

▼
学
校
教
育
お
よ
び
社
会
教
育

活
動
上
必
要
な
焼
却
行
為
＝
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

▼
市
長
が
特
に
や
む
を
得
な
い

と
認
め
る
焼
却
行
為
＝
災
害
時

の
応
急
対
策
の
た
め
や
、
樹
木

や
農
作
物
の
病
害
虫
の
防
除
な

ど
農
業
を
営
む
上
で
行
わ
ざ
る

を
得
な
い
も
の

　
※
例
外
事
項
に
該
当
す
る
場

合
で
あ
っ
て
も
、
周
辺
か
ら
の

通
報
や
苦
情
が
発
生
し
た
場
合
、

現
場
で
の
指
導
対
象
と
な
り
ま

す
。
や
む
を
得
ず
焼
却
禁
止
の

例
外
行
為
を
行
う
場
合
は
、
周

辺
の
生
活
環
境
に
配
慮
し
、
次

の
事
項
を
順
守
し
て
く
だ
さ
い
。

①
枝
木
や
落
ち
葉
は
よ
く
乾
燥

さ
せ
る
②
量
は
必
要
最
低
限
に

す
る
③
時
間
は
極
力
短
く
す
る

④
天
候
、
風
向
き
、
時
間
帯
を

考
慮
す
る

l
環
境
政
策
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
５
３
、
ご
み
の
出
し
方

に
つ
い
て
は
ご
み
対
策
課
☎
０４２

・
４
７
３
・
２
１
１
７

申し込みフォーム

市社協n

申し込みフォーム

　国民健康保険税口座振替推進キャンペーンの締め切り
は１２月２５日㈪です。申し込みいただいた方に抽選でジャ
ムセットをプレゼントします。この機会に、ぜひ口座振
替をお申し込みください。
e▼ ５年度の国民健康保険税が課
税されている方▼他税目（料）も含
めキャンペーン終了時点（１２月２５
日）で滞納がない方▼抽選時点で
口座振替実績のある方
k自動エントリーのため、申し込
み不要です。当選者の発表は発送
をもって代えさせていただきます
l納税課管理係m（nozei@city.
higashikurume.lg.jp）、または
☎０４２・４７０・７７２９

市
n

国民健康保険税口座振替推進キャンペーン終了間近です
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

住環境
高齢者・福祉市民生活 こどもと教育



職
員
募
集

子
ど
も
家
庭
支
援
ワ
ー

カ
ー（
会
計
年
度
任
用

職
員
）

任
用
期
間
６
年
３
月
１
日
～
３

月
３１
日（
６
年
４
月
１
日
以
降

は
条
件
付
き
で
再
度
任
用
の
場

合
あ
り
）

勤
務
時
間
月
１６
日
、
午
前
８
時

半
～
午
後
５
時
１５
分
の
シ
フ
ト

勤
務（
土
曜
日
勤
務
あ
り
）

勤
務
場
所
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー（
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ

ザ
内
）

勤
務
内
容
０
歳
～
１８
歳
の
こ
ど

も
と
家
庭
の
こ
と
に
関
す
る
総

合
相
談
・
児
童
虐
待
対
応
・
電

話
相
談
・
面
接
相
談
・
家
庭
訪

問
等
に
よ
る
個
別
援
助
業
務

報
酬
月
額
２５
万
５
５
０
０
円

（
別
途
、
交
通
費
相
当
額
と
期

末
手
当
の
支
給
は
市
の
規
定
に

よ
る
）

応
募
資
格
▼
福
祉
機
関
の
資
格

（
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福

祉
士
、
臨
床
心
理
士
、
保
健
師
、

幼
稚
園
教
諭
、
教
員
免
許
、
養

護
教
諭
、
保
育
士
な
ど
）お
よ

び
普
通
運
転
免
許
を
有
し
て
い

る
方
▼
こ
れ
ま
で
に
相
談
業
務

や
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
従
事
し
、

福
祉
職
場
の
経
験
者（
新
卒
不

可
）で
パ
ソ
コ
ン
の
入
力
が
で

き
る
方

応
募
書
類
▼
市
販
履
歴
書（
写

真
貼
付
）▼
資
格
証
明
書
の
写

し
▼
志
望
動
機
を
原
稿
用
紙
で

８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
た
小

論
文

募
集
人
数
若
干
名

k
６
年
１
月
３１
日
㈬
ま
で
に

（
閉
庁
日
時
を
除
く
）、
事
前
連

絡
の
上
、
本
人
が
応
募
書
類
を

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
２
階
）

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
書
類

選
考
後
、面
接
の
上
決
定
。提
出

さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７
１

・
０
９
１
０

会 員 募 集
◆書道（NPO法人国際書画交流会）＝ab月 ２ 回。午
前 ９時半～正午他。日・月・水・金コースは書道錬成
院（浅間町一丁目）、火曜コースは南部地域センター、
学生コースは日曜コースg会費月２,０００円j初心者・
高齢者歓迎。師範資格取得も可。住所をお知らせくだ
さい、資料投函しますl福田☎０９０・９３９６・６９６４
◆朗読（朗読の会「せいくらべ」）＝a月 ２回。第 ２・ ４
金曜日午後 １時半～ ５時b西部地域センターg会費月
４,０００円他j初心者歓迎。好きな作品の朗読を楽しみ
ませんか。指導は楯岡眞弓氏l関☎０４２・４７６・１４６０
◆歌謡サークル（春江会）＝a月 ２回。火曜日午後 １時
～ ４ 時b西部地域センターg会費月２,０００円j歌大好
きな仲間が集まって、月 ２回楽しんでいます。見学に
来てねl中野☎０９０・３８０５・０８００
◆カントリーダンス（草の実カントリー（初心者コー
ス））＝a月 ２回。水曜日午前 ９時半〜１１時半b西部地
域センターg会費 １ 回１００円jリズムに乗って、楽し
く踊るカントリーダンス。この秋始めてみませんかl
岸上☎０８０・１００８・１２１８
◆社交ダンス（草の実社交ダンス同好会）＝a月 ３回。
火曜日午後 １時半〜 ４時b西部地域センターg会費月
２００円j素敵な音楽に合わせてフリーで踊ってます。
年齢制限なし。見学自由l佐藤☎０９０・５３９６・４５４４

市 民 伝 言 板

　きみも動かせるホビーロボット大集合！あそんで、つくっ
て、考えて、ものづくりと技術が詰まった１０日間。みんなで
熱く楽しもう！
a１２月２３日㈯～ ６ 年 １ 月 ８ 日 午前 ９ 時半～午後 ５ 時（１２
月２８日㈭～ ６年 １月 ３日㈬は休館）b多摩六都科学館（西東京
市芝久保町 ５ −１０−６４）g入館券５２０円（ ４ 歳～高校生２１０円）
iイベント・コーナーにより開催日時・対象・定員・参加費
・申し込み方法が異なります。詳細は同館nをご覧ください
j協力は株式会社MANOI企画l同館☎０４２・４６９・６１００
■ １月の休館およびプラネタリウム休止のお知らせ
▼全館休館＝ ６ 年 １ 月 １ 日 ～ ３日㈬、 ９日㈫～１２日㈮、
１５日㈪～１９日㈮、２２日㈪、２９日㈪
▼プラネタリウムのみ休止（展示室・ショップ・カフェは利
用可）＝ ６ 年 １ 月１３日㈯・１４日㈰・２０日㈯・２１日㈰

冬の特別イベント「ロクトロボットパーク」冬の特別イベント「ロクトロボットパーク」

l自転車等駐車場の申請受付・運営・維持管理
　＝蔦

つた

井
い

株式会社東京支店（指定管理者）☎０３・６４３５・８７６０
　都市計画自転車駐車場の整備など
　＝市管理課管理調整担当☎０４２・４７０・７７６４

市立自転車等駐車場の
利用などについて

　通勤・通学などで東久留米駅周辺の市立自転車等駐車場を常時利用する方を対象に、 ６年
度の利用登録を受け付けます。現在登録されている方も、新たに申請が必要です。なお、駅
から直線にして約７００メートル以内に自宅・通勤先・通学先がある方は申請できませんので
ご注意ください。
※利用登録は指定管理者（蔦井株式会社東京支店）に申請してください。
申請書・ 申請要項の配布など ６ 年 １ 月 ５ 日㈮から次の①～③の場所で
配布する他、同日から指定管理者WEB申請ページおよび市n（「申請
書ダウンロード」のページ）でも取得できます。
　①�市役所 ５階管理課窓口②上の原・ひばりが丘・滝山の各連絡所
　③�各市立自転車等駐車場（配布時間は①・②は土曜・日曜日、祝日
を除く午前 ８時半～午後 ５時、③は各駐車場備え付けのBOXで取得できます）

申請方法申請要項を確認の上、 ６年 １月 ５日㈮～２２日㈪に郵送（必着）、または指定管理者n
のWEB申請で申し込みを。郵送の場合は登録者本人の郵便番号・住所・氏名を記入した返
信用封筒（８４円切手貼付）を同封してください。WEB申請の場合は結果通知を確認後、自転
車等に貼り付ける登録証の受け取りのために西口第 １自転車駐車場管理事務所へ来所するこ
とができない方のみ、決定通知の控えと返信用封筒（８４円切手貼付）を郵送してください
申請・ 郵送先▼名称＝蔦井株式会社東京支店（指定管理者）
　　　　　　▼所在地＝〒１０３−００２５、中央区日本橋茅場町 ２− ７− ４　Aster茅場町 ３階
利用登録の決定登録可能台数を超える希望があった場合は、抽選で決定します。決定通知は
２月下旬頃発送予定です。登録決定後の手続きについては、決定通知をご覧ください
その他▼受付期間などの詳細は、「令和 ６年度自転車等駐車場登録申請要項」をご覧ください。
　　　▼ ２次募集は、 １次募集終了後、各自転車等駐車場に空きがある場合に行います。

WEB申請
ページ

市n

６ 年度利用登録申請の受け付け６年度利用登録申請の受け付け

　自転車等駐車場については、定期利用の収容台数不足により、これまで年度ごとの利用申
請が必要でしたが、都市計画自転車駐車場の整備により一定数の収容台数が確保されること
から、 ７年度以降は、 ６年度の利用登録で決定した自転車等駐車場を期間更新により継続し
てお使いいただけるよう変更します。そのため、 ７年度以降の新規の利用希望者へは、余剰
区画や解約等で発生する利用可能区画を順次案内し、年度ごとの抽選は行いません。

７ 年度以降の利用登録方法の変更について７年度以降の利用登録方法の変更について

■不定期で自転車等駐車場を利用される方へ　
　西口第 １・西第１０の各一時利用駐車場および民間の一
時利用駐車場をご利用ください。なお、 ６年 ４月以降は、
西口第 １・西口第 ２をご利用ください。

◎�東久留米駅西口第 ２自転車駐車場の運営開始について
＝ ６ 年 ４ 月より自転車と原動機付自転車が定期・一時
利用できる地下 １階・地上 ３階の都市計画自転車駐車
場として運営を開始する予定です。当該施設に係る詳
細については申請要項をご覧ください。
◎�自転車等駐車場の閉鎖について＝ ６ 年 ４ 月からの西口
第 ２自転車駐車場の運営開始に伴い、西第１０一時利用
自転車駐車場、西第１０原付自転車駐車場、臨時西第 ２
自転車駐車場は ６年 ３月末日をもって閉鎖します。

自転車等駐車場の整備などについて自転車等駐車場の整備などについて

※�東久留米駅周辺は自転車等放置禁止区域に指定されています。自転
車等駐車場およびバスなどの利用や徒歩での移動にご協力ください。

定期　自転車・原付

定期　自転車
（R6.3末に閉鎖予定）

定期　自転車

（R6.3末に閉鎖予定）

定期　自転車・原付
一時　自転車・原付

定期　自転車・原付
一時　自転車・原付
（R6.4より地下1階・地上3階の
施設として運営開始）

定期　原付
一時　自転車

東第2

臨時西第２

西第9

西口第1

西口第２

西第10

N
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